
（３）関係事業者との連携によるシステム全体の円滑な運営

〔ＡＳＲ〕・両チーム共、指定引取場所を適正に配置（更なる増設に向け取組中）

（○：リサイクル施設、□：焼却・埋立施設）

ART（Automobile shredder residue Recycling promotion Team）

いすゞ自動車株式会社
クライスラー日本株式会社
ジャガー・ラウンドローバー・ジャパン株式会社

Ｈ20年11月1日現在

シュレッダー事業者 引取 再資源化施設スズキ株式会社
日産自動車株式会社
日産ディーゼル工業株式会社
ピー・エー・ジー・インポート株式会社
フォード・ジャパン・リミテッド
富士重工業株式会社
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シュレッダ 事業者 引取・再資源化施設

メーカー領域

富士重工業株式会社
マツダ株式会社
三菱自動車工業株式会社
三菱ふそうトラック・バス株式会社
メルセベツ・ベンツ日本株式会社
財団法人自動車リサイクル促進センター再資源化支援部
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リサイクル施設

破砕機
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リサイクル施設
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焼却施設

焼却処理＋熱回収＋原料化２

乾留ガス化＋ガス利用＋原料化３

燃料代替＋原料化１

リサイクル施設の種類技術分類番号

リサイクル技術分類凡例：
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18 212426
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埋立処分場

素材選別＋燃料代替５

乾留ガス化＋熱回収＋原料化４

31

23


